




























び『自然学小論集』の要約（Breve compendium eorum, quae ab Aristotele in tribus libris de 














































































































































































































　例えば、フランシスコ・スアレス『霊魂論註解・問題集』（Commentaria una cum quaes-
tionibus in libros Aristotelis De anima）の最後の討究（第十三討究）は「分離した霊魂につ
いて」（De anima separata）と題され、十の問題について講じられている。また、かつてゴ
メスが所属していたコインブラ学派によって編纂された『霊魂論註解』（Commentarii col-
legii conimbricensis societatis iesu, in tres libros De anima, Aristotelis stagiritae）は、ゴメス『霊
魂論要約』と同じく全三巻構成だが、その後に六つの討究からなる「分離した霊魂につい























































































































































































































（cf. T. Aquinas, Quodlibet IV,q.9, a.3; ed Lonina, t.25/2, p.339︲340）。
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